
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)41, 177-178(1988)

加 圧 ろ過 法 によ る耕 地 土 壌 中 の交 換 性 陽 イ オ ンの迅 速 定 量
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1 は じ め に

農業現場実験室 (農業改良普及所 ,農業協同組合などの

実験室 )において,耕地土壌中の交換性陽イオン及び陽イ

オン交換容量の簡便かつ迅速定量が要請されている。そこ

で,前報
1)の陽イオン交換容量の定量にひき続いて,交換

性陽イオンの迅速定量 (本法 )を検討し,逐次定量を確立

した。その結果を報告する。

2試 験 方 法

01 供試土壌 前報において,黒ボク上の陽イオン交換
容量 (CEC)定量は,酢酸アンモニウム抽出回数 (デカ
ンテーション)によって影響を受けることが明らかになっ

た。本報では岩手県経済連土壌診断センターが採取した岩

手山火山灰由来の耕地及び未耕地 (耕地隣接地 )土壌72点

と畑作物圃場 (東北農業試験場栽培第二部作物第 6研究室

試験区 )土壌 6点を供試した。

② 装置 全豊型陽イオン交換容量抽出装置一式,嬬動
ボンプ,日立170-50形原子吸光測光装置及び島津ED―

200型電子天秤。

0)試薬液の調製
1)酢酸アンモニウム液 1イ ビーカーに酢酸アンモ
ニウム (NH4CH3C03)'71夕 を採 り水に溶解。簡
易pHメ ーターを用い,希釈水酸化アンモニウム液及び希

酢酸液を添加 しながら,pH7 0に 調製し再び水を加え ,

メスシリンダーで 1`と した。

2)塩化ランタン液 塩化 ランタン (LaC13・ 7
H20)107夕 を水及び塩酸 (HCl)84配 に溶解 し水を

加えメスシリンダーで 1′ とした。

3)標準液 原子吸光測光法用標準液を試料液の濃度
に合わせて,水で正確に希釈して用いた。

4)そ の他の試薬液 水はイオン交換水を用い,その
他は特級試薬を用いた。

(4 分析操作
1)試料液の調製 CEC用漏斗内に日皿 ,ろ紙 , リ
ングの順に入れ固定する。漏斗の足にシリコン管及びピン

チコックイ寸け,シ リコン管を開じる。シリコン管の下には,

予め重量を求めた30～ 40"ス チロルビンをセットする。漏

斗内に酢酸アンモニウム液 5″を入れる。風乾土 (2m飾

全通 )10夕 を正確に採り加え,静かに揺り動かす。約 15

分間静置してから,ピンチコックを開き酢酸アンモニウム

液を流下させる。酢酸アンモニウム液による洗浄操作を 3

～ 4回繰り返す。次に加圧器を用いて完全に酢酸アンモニ

ウム液を抜く。ろ過液と酢酸アンモニウム液の合量は,電

子天秤を用い25夕 に定容して,よ く撹拌して試料液とした。

2)定量 5潔自動ピベットあるいはマイクロピペッ
トで試料液及び塩化ランタン液を 5潔ずつ試験管に採り良

く混ぜ合わした後,原子吸光測光装置の取り扱い説明書

に従い各元素を測定した(ナ トリウム波長は589nmを用い

た)。 また,嬬動ボンプを用いた時は,細管をY字型に接

続し,試料液と塩化ランタン液を共に注入 し細管中で混合

した液を原子吸光測光装置へ導入して,測定した。それぞ

れの標準液も試料液と同様に測定し検量線を作製して供試

土壌中の各元素を定量した。

3試 験 結 果

■)カ ルシウム 本法とショーレンベルガー法2)で比較
定量し,結果は図 1に示した。土壌中交換性カルシウム濃

度がCao90～ 1,300呼 /100夕 で,両法の相関は ,対数計
算するとr_098摯*,回帰係数096,回帰定数 lη /100
夕となった。

12)カ リウム 本法とショーレンベルガー法で比較定量
し結果は図 2に示した。土壌中交換性カリウム濃度が ,

K,08～ 300噂 /100夕 で,両法の相関は,対数計算する
とr=099**,回帰係数093,回帰定数 1%/100′ とな
った。

(3)マグネシウム 本法とショーレンベルガー法で比較
定量し,結果は図 3に示した。土壌中交換性マグネシウ
ム濃度がMg0 5～ 190%/100夕 で,両法の相関は,対数
計算すると, r=o99**,回 帰係数097,回帰定数 1%/
100夕 となった。

14)ナ トリウム 本法とショーレンベルガー法で比較定
量し,結果は図 4に示した。土壌中交換性ナトリウム濃度

がNa200 07～ 13η /100夕 で,両法の相関は対数計算する

と, r=099**,回 帰係数097,回帰定数 1%/100夕 と
なった。

15)マ ンガン 本法とショーレンベルガー法で比較定量
し結果は図 5に示した。土壌中交換性マンガン濃度がMn
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図 6 交換性マンガン
注 自然数
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図 1 交換性カルシラム
注 多腐植黒ボク■,対数

表 1 大豆収量と交換性陽イオン  (乾上暉/100′ )

注 分析法,A:加圧ろ過 B:シ ョーレンベルガー
土壌,多腐植質黒ボク土,東北農試 栽二 作

`研

〈持日技官)提供
採土,前作跡地を整地後。大豆・スズカリ.栽植密度111本/7

001～ 35“ /100夕 で ,両法の相関は r_o96+■ ,回
帰係数087,回 帰定数02%/100夕 であった。

い 大豆収量と交換性陽イオン 図 4に示したように耕
地土壌中交換性ナトリウム濃度が高い土壌は,何らかの生

育障害が現れる現象がある。そこで,大豆収量と前作跡地

土壌中交換性陽イオンの関係を調査し,表 1に示した。耕

地土壌中交換性ナトリウム濃度が上昇すると大豆収量が低

下した。

4 ま

今回比較定量した各元素のうちで,濃度差の少ない元素

は,マ ンガンのみであった。他の元素は耕地の利用型によ

って 3桁にも及ぶ濃度差が認められた。また,交換性ナト

リウム定量は,作物収量と密接な関係があり重要である。

本法は,農業現場実験室において,陽イオン交換容量定量

との逐次定量あるいは迅速定量法として十分活用できる。
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